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【手続補正書】
【提出日】平成24年12月26日(2012.12.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技用価値を用いて１ゲームに対して所定数の賭数を設定することによりゲームを開始
させることが可能となり、複数種類の識別情報を変動表示させる可変表示装置に表示結果
が導出されることにより１ゲームが終了し、該可変表示装置に導出された表示結果に応じ
て入賞が発生可能であるとともに、該ゲームの繰り返しにより行われる遊技を進行するた
めに必要な各種データを該データの種類に応じて、１ゲーム毎に初期化される初期化領域
を含む複数の領域を有するデータ記憶手段の何れかの領域に記憶するスロットマシンにお
いて、
　前記データ記憶手段を含むとともに、該データ記憶手段に記憶されたデータに対応した
遊技の進行状況を示すコマンドを送信する遊技制御手段と、
　前記遊技制御手段から送信されたコマンドを受信し、該受信したコマンドに基づいて演
出の実行を制御する演出制御手段とを備え、
　前記遊技制御手段は、
　　ゲーム毎に前記可変表示装置の表示結果が導出されるより前に、前記可変表示装置の
表示結果として、改めて賭け数を設定することなく次のゲームを開始できる再遊技表示結
果を含む複数種類の入賞表示結果の導出を許容するか否かを決定する事前決定手段と、
　　所定の許容段階設定操作が行われたことを条件として、前記事前決定手段により少な
くとも１種類の入賞表示結果の導出を許容する旨が決定される確率が異なる複数種類の許
容段階のうちから、いずれかの許容段階を選択して設定し、該設定された許容段階を示す
データを前記データ記憶手段が有する前記初期化領域以外の領域のうちの許容段階設定領
域に記憶させる許容段階設定手段と、
　　所定遊技状態と、該所定遊技状態において所定の移行条件が満たされると移行すると
ともに所定の終了条件が満たされると終了する遊技状態であって前記事前決定手段により
前記複数種類の入賞表示結果のうちで前記再遊技表示結果の導出を許容する旨が決定され
て該再遊技表示結果が前記可変表示装置の表示結果として導出される確率が前記所定遊技
状態とは異なる再遊技異確率状態とを含む複数種類の遊技状態の間で遊技状態を制御し、
該制御している遊技状態を示すデータを前記データ記憶手段が有する前記初期化領域以外
の領域のうちの特別領域に記憶させる遊技状態制御手段とを備え、
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　前記再遊技異確率状態に制御されているときに前記許容段階設定操作が行われ、該許容
段階設定操作が行われる前に設定されていた許容段階とは異なる許容段階に変更されて該
変更後の許容段階を示すデータが前記許容段階設定領域に記憶された場合に、前記特別領
域のデータを初期化しないことで、該許容段階が変更された後も、該許容段階が変更され
る前に制御されていた前記再遊技異確率状態を継続させるとともに、
　該許容段階が変更された後の前記再遊技異確率状態において前記事前決定手段の決定確
率を、該変更された後の許容段階に応じた確率とする
　ことを特徴とするスロットマシン。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　上記目的を達成するため、本発明にかかるスロットマシンは、
　遊技用価値（メダル）を用いて１ゲームに対して所定数の賭数を設定することによりゲ
ームを開始させることが可能となり、複数種類の識別情報を変動表示させる可変表示装置
（可変表示装置１）に表示結果が導出されることにより１ゲームが終了し、該可変表示装
置に導出された表示結果に応じて入賞が発生可能であるとともに、該ゲームの繰り返しに
より行われる遊技を進行するために必要な各種データを該データの種類に応じて、１ゲー
ム毎に初期化される初期化領域を含む複数の領域を有するデータ記憶手段の何れかの領域
に記憶するスロットマシン（スロットマシン１）において、
　前記データ記憶手段を含むとともに、該データ記憶手段に記憶されたデータに対応した
遊技の進行状況を示すコマンドを送信する遊技制御手段と、
　前記遊技制御手段から送信されたコマンドを受信し、該受信したコマンドに基づいて演
出の実行を制御する演出制御手段とを備え、
　前記遊技制御手段は、
　　ゲーム毎に前記可変表示装置の表示結果が導出されるより前に、前記可変表示装置の
表示結果として、改めて賭け数を設定することなく次のゲームを開始できる再遊技表示結
果（再遊技役（リプレイ））を含む複数種類の入賞表示結果の導出を許容するか否かを決
定する事前決定手段（ステップＳ４０３）と、
　　所定の許容段階設定操作（設定キースイッチ９２をＯＮ状態で起動、設定スイッチ９
１の操作）が行われたことを条件として、前記事前決定手段により少なくとも１種類の入
賞表示結果の導出を許容する旨が決定される確率が異なる複数種類の許容段階（設定値１
～６）のうちから、いずれかの許容段階を選択して設定し、該設定された許容段階を示す
データを前記データ記憶手段が有する前記初期化領域以外の領域のうちの許容段階設定領
域に記憶させる許容段階設定手段（ステップＳ２０３～Ｓ２０７）と、
　　所定遊技状態（初期遊技状態）と、該所定遊技状態において所定の移行条件が満たさ
れると移行するとともに所定の終了条件が満たされると終了する遊技状態であって前記事
前決定手段により前記複数種類の入賞表示結果のうちで前記再遊技表示結果の導出を許容
する旨が決定されて該再遊技表示結果が前記可変表示装置の表示結果として導出される確
率が前記所定遊技状態とは異なる再遊技異確率状態（第２ＲＴ）とを含む複数種類の遊技
状態（初期遊技状態、第１ＲＴ、第２ＲＴ、ビッグボーナス、レギュラーボーナス）の間
で遊技状態を制御し、該制御している遊技状態を示すデータを前記データ記憶手段が有す
る前記初期化領域以外の領域のうちの特別領域に記憶させる遊技状態制御手段（ステップ
Ｓ１００７、Ｓ１００９、Ｓ１０１１、Ｓ１０１４、Ｓ１０１６、Ｓ１０１８、Ｓ１１０
６、Ｓ１１０９、Ｓ１１１１、Ｓ１１１６）とを備え、
　前記再遊技異確率状態に制御されているときに前記許容段階設定操作が行われ、該許容
段階設定操作が行われる前に設定されていた許容段階とは異なる許容段階に変更されて該
変更後の許容段階を示すデータが前記許容段階設定領域に記憶された場合に、前記特別領
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域のデータを初期化しないことで、該許容段階が変更された後も、該許容段階が変更され
る前に制御されていた前記再遊技異確率状態を継続させるとともに（設定値の変更前に制
御されていた遊技状態は設定値の変更後も続くこととなる（段落０２８６））、
　該許容段階が変更された後の前記再遊技異確率状態において前記事前決定手段の決定確
率を、該変更された後の許容段階に応じた確率とする（設定値が変更されることによって
内部抽選の当選確率だけには変化が生じる（段落０２８７））
　ことを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　本発明にかかるスロットマシンは、
　データを読み出し及び書き込み可能に記憶する手段であって、前記許容段階設定手段に
より設定された許容段階を示すデータを記憶する許容段階データ領域（設定値格納ワーク
１１２－４）と、該許容段階以外の遊技の進行状況を示すデータを記憶する遊技データ領
域（重要ワーク１１２－１、一般ワーク１１２－２、特別ワーク１１２－３、非保存ワー
ク１１２－５、スタック領域１１２－６）とを含むデータ記憶手段（ＲＡＭ１１２）と、
　前記許容段階設定手段により新たな許容段階が設定されたときに、前記遊技データ領域
に記憶されているデータを書き換えることなく前記許容段階記憶領域に記憶されているデ
ータを該新たに設定された許容段階を示すデータに書き換える許容段階データ書換手段（
ステップＳ２０８）と、
　前記許容段階設定操作とは別個の操作である初期化操作（設定キースイッチ９２とデー
タクリアスイッチ９５をＯＮ状態で起動）が行われたことを条件として、前記遊技データ
領域に記憶されたデータを初期化するデータ初期化手段（ステップＳ１１１）と
　をさらに備えるものとしてもよい。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　ここでは、所定の許容段階設定操作によって新たな許容段階を設定すると、該新たな許
容段階を示すデータが許容段階データ領域に記憶される。それ以降のゲームは、新たに設
定されて許容段階データ領域に記憶されたデータが示す許容段階に従って行われるものと
なる。もっとも、許容段階設定操作によって新たな許容段階が設定されたとしても、それ
とは別個の初期化操作（一部が許容段階設定操作と共通していても、完全に一致していな
ければよい）を行わない限り、データ初期化手段によって遊技データ領域に記憶されたデ
ータが初期化されてしまうことがない。
　例えば、許容段階を設定した前後で事前決定手段が入賞表示結果の導出を許容する旨を
決定する確率が変化しても、新たな許容段階を設定する前に行われていたゲームにおける
状況（事前決定手段の決定確率を除く）は、新たな許容段階を設定した後のゲームでも引
き継がれる。このため、許容段階を変更した前後でゲームの状況に違いが全くないので、
これを以て遊技者に許容段階を変更したことが分かってしまうことがない。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】



(4) JP 2012-152643 A5 2013.2.21

【００１４】
　本発明にかかるスロットマシンの第１の態様では、
　前記データ記憶手段（ＲＡＭ１１２）は、データを読み出し及び書き込み可能に記憶す
る手段であって、前記許容段階設定手段により設定された許容段階を示すデータを記憶す
る許容段階データ領域（設定値格納ワーク１１２－４）と、該許容段階以外の遊技の進行
状況を示すデータを記憶する遊技データ領域（重要ワーク１１２－１、一般ワーク１１２
－２、特別ワーク１１２－３、非保存ワーク１１２－５、スタック領域１１２－６）とを
含み、
　前記遊技制御手段は、
　　前記許容段階データ領域に記憶されている許容段階を示すデータを読み出し、該読み
出した許容段階を示すデータが前記許容段階設定手段により設定可能な許容段階を示す適
正なデータであるか否かを判定する許容段階データ判定手段（ステップＳ７０８、Ｓ７０
９）と、
　　前記許容段階データ判定手段により前記許容段階を示すデータが適正なデータではな
いと判定されたときに、ゲームの進行を不能化（ＲＡＭ異常エラー状態）する不能化手段
（ステップＳ７０９（ＮＯ））と、
　　前記不能化手段により前記ゲームの進行が不能化された状態において、前記データ初
期化手段により前記遊技データ領域に記憶されたデータが初期化され（ステップＳ２０３
（ＹＥＳ））、且つ前記許容段階設定手段により新たな許容段階が設定されて該新たな許
容段階を示すデータ前記許容段階データ領域に記憶された（ステップＳ２０８）ことを条
件として、前記ゲームの進行が不能化された状態を解除し、ゲームの進行を可能とする不
能化解除手段（ステップＳ１１２）と
　をさらに備えることを特徴とする。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　本発明にかかるスロットマシンの第２の態様では、
　前記データ記憶手段（ＲＡＭ１１２）は、データを読み出し及び書き込み可能に記憶す
る手段であって、前記許容段階設定手段により設定された許容段階を示すデータを記憶す
る許容段階データ領域（設定値格納ワーク１１２－４）と、該許容段階以外の遊技の進行
状況を示すデータを記憶する遊技データ領域（重要ワーク１１２－１、一般ワーク１１２
－２、特別ワーク１１２－３、非保存ワーク１１２－５、スタック領域１１２－６）とを
含み、
　前記遊技制御手段は、
　　前記データ記憶手段に記憶されているデータのうちで、少なくとも前記許容段階デー
タ領域に記憶されている許容段階を示すデータ以外のデータを含むデータが正常か否かを
判定する記憶データ判定手段（ステップＳ１０４～Ｓ１０６、Ｓ２０１～Ｓ２０３、Ｓ７
０４～Ｓ７０７）と、
　　前記記憶データ判定手段により前記データ記憶手段に記憶されているデータが正常で
はないと判定されたときに、ゲームの進行を不能化（ＲＡＭ異常エラー状態）する不能化
手段（ステップＳ１０６（ＮＯ）、Ｓ２０３（ＮＯ）、Ｓ７０６（ＮＯ）、Ｓ７０７（Ｎ
Ｏ））と、
　　前記不能化手段により前記ゲームの進行が不能化された状態において、前記データ初
期化手段により前記遊技データ領域に記憶されたデータが初期化され（ステップＳ２０３
（ＹＥＳ））、且つ前記許容段階設定手段により新たな許容段階が設定されて該新たな許
容段階を示すデータ前記許容段階データ領域に記憶された（ステップＳ２０８）ことを条
件として、前記ゲームの進行が不能化された状態を解除し、ゲームの進行を可能とする不
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能化解除手段（ステップＳ１１２）と
　をさらに備えることを特徴とする。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２０】
　本発明にかかるスロットマシンの第３の態様では、
　前記遊技状態制御手段は、前記可変表示装置の表示結果として前記所定遊技状態及び前
記再遊技異確率状態を含む通常遊技状態（初期遊技状態、第１ＲＴ、第２ＲＴ）よりも遊
技者にとって有利な特別遊技状態への移行を伴う特別表示結果（ビッグボーナス（１）、
ビッグボーナス（２））が導出されたときに、前記特別遊技状態（ビッグボーナス）に遊
技状態を制御する特別遊技状態制御手段（ステップＳ１００７、Ｓ１００９）を含み、
　前記遊技制御手段は、
　　予め定められた特別条件が成立したときに、前記事前決定手段が前記遊技用価値の付
与を伴う小役表示結果（スイカ、ベル、チェリー）の導出を許容する旨を通常遊技状態に
おけるゲームよりも高い確率で決定する特別ゲーム（レギュラーボーナス）に所定期間制
御する特別ゲーム制御手段（ステップＳ１０１１、Ｓ７０３）と、
　　前記特別遊技状態において、前記特別ゲームに制御されているか否かを、１ゲーム毎
に判定する特別ゲーム判定手段（ステップＳ７０１、Ｓ７０２）と
　をさらに備えることを特徴とする。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２５】
　本発明にかかるスロットマシンの第４の態様では、
　前記可変表示装置は、各々が識別可能な複数種類の識別情報が配置された表示帯（リー
ル３Ｌ、３Ｃ、３Ｒ）をステッピングモータ（ステッピングモータ３ＭＬ、３ＭＣ，３Ｍ
Ｒ）の駆動により回動させることで変動表示可能な複数の可変表示部のそれぞれに表示結
果を導出させることが可能なものであってもよい。この場合、
　上記スロットマシンは、
　前記複数の可変表示部にそれぞれ対応して設けられ、対応する可変表示部において表示
結果を導出させる際にそれぞれ操作される複数の停止操作手段（停止ボタン１２Ｌ、１２
Ｃ、１２Ｒ）をさらに備え、
　前記遊技制御手段は、前記事前決定手段と前記停止操作手段の操作手順とに応じて前記
可変表示装置に表示結果を導出させる導出制御手段（ステップＳ４０４）をさらに備える
　ことを特徴とする。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３１】
　本発明にかかるスロットマシンの第５の態様では、
　前記遊技状態制御手段は、前記可変表示装置の表示結果として前記所定遊技状態及び前
記再遊技異確率状態を含む通常遊技状態よりも遊技者にとって有利な特別遊技状態への移
行を伴う特別表示結果（レギュラーボーナス、ビッグボーナス（１）、ビッグボーナス（
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２））が導出されたときに、前記特別遊技状態（レギュラーボーナス、ビッグボーナス）
に遊技状態を制御する特別遊技状態制御手段（ステップＳ１００７、Ｓ１００９、Ｓ１０
１１）を含み、
　前記事前決定手段は、前記入賞表示結果として前記特別表示結果と前記特別遊技状態へ
の制御以外の所定の配当の付与を伴う非特別表示結果（チェリー）の両方の導出を許容す
る旨を１ゲームにおいて決定する重複決定手段（レギュラーボーナス＋チェリー、ビッグ
ボーナス（２）＋チェリー、ビッグボーナス（２）＋チェリー）を含む
　ことを特徴とする。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３３】
　本発明にかかるスロットマシンの第６の態様では、
　前記遊技状態制御手段は、前記可変表示装置の表示結果として前記所定遊技状態及び前
記再遊技異確率状態を含む通常遊技状態よりも遊技者にとって有利な特別遊技状態への移
行を伴う特別表示結果（ビッグボーナス（１）、ビッグボーナス（２））が導出されたと
きに、前記特別遊技状態（ビッグボーナス）に遊技状態を制御する特別遊技状態制御手段
（ステップＳ１００７、Ｓ１００９）を含み、
　前記スロットマシンは、
　少なくとも前記遊技用価値記憶手段に記憶されている遊技用価値を用いて賭数を設定す
る賭数設定手段（１枚ＢＥＴボタン１４、ＭＡＸＢＥＴボタン１５）と、
　前記遊技用価値記憶手段に記憶されている遊技用価値を返却させる際に操作される遊技
用価値返却操作手段（精算ボタン１６）とをさらに備え、
　前記データ記憶手段は、遊技者所有の遊技用価値（クレジット）を記憶する遊技用価値
記憶手段（クレジットカウンタ（重要ワーク１１２－１））を含み、
　前記遊技制御手段は、
　　前記遊技用価値返却操作手段の操作に応じて前記遊技用価値記憶手段に記憶されてい
る遊技用価値を返却させる返却制御を行う返却制御手段（ステップＳ５１２、Ｓ１１２１
：図１７）と、
　　前記ゲームが開始したときに、前記賭数設定手段による賭数の設定を禁止する賭数設
定禁止手段（ステップＳ５２０）と、
　　前記ゲームが開始したときに、前記返却制御手段による返却制御を禁止する返却制御
禁止手段（ステップＳ５２０）と、
　　前記ゲームが終了した後に、前記賭数設定禁止手段による賭数の設定の禁止を解除す
る賭数設定禁止解除手段（ステップＳ１１２４）と、
　　前記ゲームが終了した後に、前記返却制御禁止手段による返却制御の禁止を解除する
返却制御禁止解除手段（ステップＳ１１０１（ＮＯ）、Ｓ１１０２）と、
　　前記特別遊技状態において予め定められた特別終了条件が成立したときに、該特別遊
技状態を終了させる特別遊技状態終了手段（ステップＳ１１１６）と、
　　前記特別遊技状態が終了したときに、新たなゲームを開始させるための賭数の設定を
不能とする不能状態（フリーズ状態）に制御する特別終了時不能化手段（ステップＳ１１
１８～Ｓ１１２３）とをさらに備え、
　前記賭数設定禁止解除手段は、前記不能状態に制御されたときに、該不能状態が解除さ
れたときに、前記賭数設定禁止手段による賭数の設定の禁止を解除し、
　前記返却制御禁止制御手段は、前記不能状態に制御されたときに、該不能状態が解除さ
れるのを待たずに前記返却制御手段による返却制御の禁止を解除する
　ことを特徴とする。
【手続補正１１】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３６】
　本発明にかかるスロットマシンの第７の態様では、
　前記データ記憶手段（ＲＡＭ１１２）は、前記入賞表示結果の種類毎にビットが設けら
れ、前記事前決定手段により導出の許容された入賞表示結果に対応したビットがセットさ
れる決定結果データ領域（当選フラグ格納レジスタ）と、前記入賞表示結果の種類毎に前
記決定結果データ領域と同一順でビットが設けられ、前記可変表示装置の表示結果として
導出された入賞表示結果に対応したビットがセットされる入賞結果データ領域（入賞フラ
グ格納レジスタ）とを含み、
　前記遊技制御手段は、前記可変表示装置に入賞表示結果が導出されたか否かを判定する
入賞判定手段（ステップＳ４０５）をさらに備え、
　前記事前決定手段は、前記決定結果データ領域に含まれるビットのうちで導出を許容す
る旨を決定した入賞表示結果の種類に対応したビットをセットする決定ビットセット手段
（ステップＳ７２２、Ｓ７２３、Ｓ７２７、Ｓ７３１）を含み、
　前記入賞判定手段は、
　　前記可変表示装置に表示結果が導出された後に、前記入賞結果データ領域に含まれる
ビットのうちで導出された入賞表示結果の種類に対応したビットをセットする入賞ビット
セット手段（ステップＳ１００１）と、
　　前記決定結果データ領域に含まれる各ビットのデータを反転し、該データを反転した
該決定結果データの領域の各ビットのデータと前記入賞結果データ領域の各ビットのデー
タとを論理積演算する論理演算手段（ステップＳ１００２）と、
　　前記論理演算手段の演算結果に応じて、前記事前決定手段により導出を許容する旨が
決定されていない種類の入賞表示結果が導出されたか否かを判定する不正入賞判定手段（
ステップＳ１００３）とを含む
　ことを特徴とする。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１７８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１７８】
　ステップＳ１１２では、図１２に示す設定変更処理を実行して、新たな設定値を設定し
て、設定値ワーク１１２－４に格納させる。そして、設定変更処理の終了後、割込禁止を
解除すると（ステップＳ１１３）、遊技の進行が可能な状態となってゲーム制御処理に移
行する。
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１７９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１７９】
　図１２は、ＣＰＵ１１１がステップＳ１１２で実行する設定変更処理を詳細に示すフロ
ーチャートである。設定変更処理では、まず、設定変更モード中である旨を示す設定変更
中フラグをＲＡＭ１１２の所定の領域にセットし（ステップＳ２０１）、設定値ワーク１
１２－４に格納されている設定値を読み出し、ＲＡＭ１１２の所定の領域に一時保存する
（ステップＳ２０２）。
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